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論　　文　　要　　旨

　研究海域の海底には島根半島から北へ伸びる高まりがあり，その両側は対馬海盆と隠岐トラフで

ある。水深は海盆とトラフでは1000mより深くなっている。全体的にみると泥質堆積物が圧倒的に

多くなっているが，隠岐と島根半島を結ぶ線以東の陸棚は淘汰の良い中粒砂と粗粒砂がほとんどで

ある。全体として水深約200皿から1000㎜まではo1ive或いはgray　mudである。水深1000蜘以深の海

底には薄いbrown　mudがある。約ユ50m以浅の海底堆積物のなかには貝殻の破片がよく見られ，特に

隠岐諸島周辺で顕著である。水深ユ50～500mでの泥質堆積物には有孔虫殻が多く含まれている。

　海底堆積物における地球化学的研究の課題の一つはその堆積物を構域する化学成分の起源を求め

ることである。日本海は外洋と比べて，炭酸カルシウム補償深度（CCD）も，底質における遠洋性

の赤色粘土に似た褐色泥の出現深度が著しく浅い。

　著者は通産省地質調査所海洋調査船白嶺丸GH86－2航海σ㎜e－Ju1y，ユ986）に参加し，試料を採

取することが出来た。試料はChester＆Hughes（1967）の方法に従って処理され，バルク及び溶脱

溶液の化学成分定量分析がなされた。

　バルク組成のR－modeクラスターの分析によって堆積物構成元素は地質学的意味を持つ下記の3

つのグループに分類できる。

　①Mn，Fe，Mg，P，Cu，ZΩ，Co，V，Li（Fe，Mnの酸化物あるいは水酸化物）

②Ca，S。（生物源ca．bo・ate）

③A1，K，Si，Na，Ba，C・，N1（陸源砕層物アルミニウムの珪酸塩）
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　Fe，Cu，Ni，Co，Zn，V及びCrは明らかな地域分布を示す。すなわち海底堆積物の以深性であって，

ほとんどの元素の量が増加し，1000m以深のbrown馴udで最大となる。このbrown　mudに最も濃集

しているのはMnで，この濃集は堆積物の酸化還元電位によって支配されている。

　海域全体にわたって粘土鉱物などの粒子の表面に付着したMn，Feの酸化物及び水酸化物は取りこ

まれた微量元素Zn，Ni，Vなどとともに海水に戻る。brown服ud地域では，堆積物が埋没するにつれ

て，Mn，Feは間隙水に溶ける。間隙水を通じて上方に拡散し，再び酸化層で酸化物或いは水酸化物

として固定される。これが繰返されMnは酸化還元境界の真上に濃集するようになる。

　一方，Feはbrown　mud層の下部のolive或いはgray服ud層で硫化物が形成されるためFeのほと

んどは固定され，Feの上部brown蜘ud層へのフラックスは非常に少ない。brown　mudのFe，Ni，Zn，

Vなどはo1ive或いはgray㎜udのそれらと同じように，むしろ海水に起源を求める事が考えられる。

審　　査　　の　　要　　旨

　海底堆積物の地球化学的研究は，表層であるがゆえに本質とはかけ離れたものと考えられてきた。

従って研究も1950年代の海洋化学の初期発展時代のものを除けば殆どなかった。著者は日本海山陰

沖の表層海底堆積物の研究により，いくつかの新知見を発表している。その一つがbrown㎜ud層へ

のMnの濃集現象である。本地域にはMn団塊が産出しないが，Mnはmicronodu1eとして発見され

ており，その産状の研究は外洋におけるMnの団塊の成因の解明のための第一歩である。

　Caのバルク含有量の変化が大きいのは貝殻の破片と有孔虫の量による。1000㎜以深では，CaOの

みならずcarbonateはほとんどゼロに近く，CCDは1000狐付近であることを示している。しかし日本

海の他地域では1600㎜内外の報告もあり，これらの差異を明らかにすることは将来の問題であろう。
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